
「子どもの保健 第３版」 

正誤表 

 

この度は、上記書籍を購入いただきまして誠に有難うございます。 
本書に以下の誤りがございました。 
ここに訂正させていただきますとともに、謹んでお詫び申し上げます。 
 

 
2013 年 3 月 

診断と治療社 編集部 
 

 

訂正箇所 誤 正 

ｐ.186 

表 14-3 表中 

「百日咳」の項 

特有のせきが消失するまで．または 5 日

間の適正な抗菌性物質製剤による治療

が終了するまで．耳下腺，顎下腺または

舌下腺の腫脹が発現した後 5 日を経過

し，かつ，全身状態が良好になるまで 

・左〔誤〕欄の下線部削除 

↓ 

特有のせきが消失するまで．または 5 日間の適

正な抗菌性物質製剤による治療が終了するま

で 

ｐ.186 

表 14-3 表中 

「流行性耳下腺

炎」の項 

耳下腺の腫脹が消失するまで ・上〔誤〕欄の下線部に差し替え 

↓ 

耳下腺，顎下腺または舌下腺の腫脹が発現した

後 5 日を経過し，かつ，全身状態が良好になる

まで 

ｐ.193 

1 行目 

についてロタウイルス胃腸炎に対する…

… 

・以下下線部追加 

↓ 

について公費助成が行われた．ロタウイルスに

対する…… 

ｐ.193 

4 行目 

公費助成が行われた． ・左〔誤〕欄の文削除 

 
上記の表 14-3 は正誤表を印刷の上、以下を本書該当ページに貼り付けてご使用くださいますよう 
お願いいたします。 

 
 
 
 
 
 


